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２
月
18
日
（
土
）
よ
こ
す

か
産
業
交
流
プ
ラ
ザ
で
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
学
ぼ
う
」
学
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
横
須

賀
火
力
発
電
所
建
設
を
考
え

る
会
の
鈴
木
陸
郎
氏
を
迎

え
、
久
里
浜
に
建
設
中
の
石

炭
火
力
発
電
設
備
の
状
況
な

ど
を
交
え
た
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。
こ
の
学
習
会
は
、
神

奈
川
み
な
み
医
療
生
協
の
専

門
部
会
「
社
保
平
和
部
会
」

「
教
育
学
習
部
会
」
の
共
催

で
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開

催
そ
の
も
の
が
中
止
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
27
名
の

参
加
が
あ
り
、
大
変
好
評
で

し
た
。

持
続
不
可
能
な
地
球

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
と
は
私
た
ち
の

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー

ジ
ー
ズ
）
と
は
「
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ

ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ　

Ｄ
ｅ
ｖ

ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ　

Ｇ
ｏ

ａ
ｌ
ｓ
」（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
ゴ
ー

ル
ズ
）
の
略
で
、「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
」
と
い
う
意

味
で
す
。
私
た
ち
自
身
と
子

孫
が
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
未
来
が
続
く
た
め
に
、

今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
の
リ
ス
ト
で
、
17
の
ゴ

ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
は
２
０
１
５
年
に
国
連
の

１
９
３
の
加
盟
国
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
の
ま
ま
で
は
地
球
は
持

た
な
い
と
の
危
機
感
か
ら
２

０
３
０
年
ま
で
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
な
の
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

協
同
組
合

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
理
念
は

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

子
孫
が
こ
の
先
ず
っ
と
豊
か

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

私
た
ち
が
今
や
る
べ
き
こ
と

を
大
き
く
17
個
に
分
類
し
た

も
の
で
す
。「
今
の
ま
ま
で

は
地
球
は
も
た
な
い
」
と
い

う
危
機
感
か
ら
２
０
３
０
年

ま
で
に
期
限
を
設
定
し
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。
17

の
目
標
は「
貧
困
を
な
く
す
」

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」「
平
和

を
す
べ
て
の
人
に
」
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」「
気

候
変
動
に
具
体
的
な
対
策

を
」
の
目
標
の
観
点
か
ら
学

習
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

講
義
で
は
ま
ず
、
今
の
ま
ま

で
は
地
球
の
温
暖
化
が
さ
ら

に
進
ん
で
し
ま
い
、
持
続
不

可
能
な
世
界
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
、
環
境
問
題
は
待
っ

で
す
。
こ
れ
は
協
同
組
合
の

精
神
「
一
人
は
万
人
の
た
め

に
、万
人
は
一
人
の
た
め
に
」

に
通
じ
る
も
の
で
す
。
将
来

へ
の
不
安
が
多
い
現
在
、

様
々
な
問
題
を
み
ん
な
で
協

力
し
て
解
決
し
て
い
く
の
が

協
同
組
合
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
17
の
目
標
は
協
同
組
合
の

考
え
と
共
通
す
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
貧
困
飢

餓
・
健
康
と
福
祉
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
・
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
・
気
候
変
動

対
策
・
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ

う
・
平
和
と
公
正
を
す
べ
て

の
人
に
な
ど
協
同
組
合
が
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
そ
の
物

と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
を

取
り
巻
く
状
況

　

２
０
２
３
年
度
が
間
も
な

く
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
２
０

２
３
年
度
は
ど
う
い
っ
た
年

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
く

ら
し
の
面
で
は
物
価
高
騰
や

食
糧
危
機
、
貧
困
と
格
差
の

拡
大
、
単
身
高
齢
世
帯
の
増

加
や
孤
立
・
孤
独
の
増
加
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
社
会
保
障

の
面
で
は
75
歳
以
上
の
医
療

費
窓
口
負
担
増
に
よ
る
影
響

の
拡
大
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
や
介
護
利
用
者
負
担

の
増
加
、
介
護
保
険
制
度
の

大
幅
な
見
直
し
な
ど
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
平
和
や
民
主
主

義
の
面
で
は
改
憲
へ
の
動
き

の
加
速
化
、
防
衛
力
強
化
・

防
衛
費
増
額
、原
発
再
稼
働
・

運
転
延
長
、
気
候
危
機
（
脱

炭
素
）
対
応
へ
の
日
本
の
遅

れ
、
世
界
・
日
本
で
の
民
主

主
義
の
危
機
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。医

療
福
祉
生
協
の

２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン

　

医
療
福
祉
生
協
で
は
「
誰

も
が
健
康
で
居
心
地
よ
く
く

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑

戦
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

医
療
福
祉
生
協
が
発
展
す
る

た
め
の
羅
針
盤
と
し
て
２
０

３
０
年
に
あ
り
た
い
姿
を
ま

と
め
た
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
ま
し
た
。「
健

康
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」

「
医
療
・
福
祉
事
業
の
質
向

上
」「
経
営
・
組
織
の
発
展

と
人
材
育
成
」「
平
和
で
公

正
な
社
会
づ
く
り
」
の
視
点

か
ら
様
々
な
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
私
た
ち
を
取
り

巻
く
平
和
や
民
主
主
義
の
危

機
や
困
難
に
対
し
て
職
員
、

組
合
員
、
地
域
住
民
の
み
な

さ
ん
と
協
同
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

学習会を３年ぶりに
エネルギーについて学ぼう！！

実開催

と協同組合

SDGsとは?

地
元
で
進
む
石
炭
火

力
発
電
所
建
設

　

気
温
上
昇
を
く
い
止
め
る

た
め
に
は
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化

炭
素
）
の
排
出
量
を
抑
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
横
須
賀
市
久
里
浜
で
石

炭
火
力
発
電
所
の
建
設
が
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
火
力

発
電
所
に
は
大
気
を
汚
染
す

る
有
害
物
質
に
よ
る
健
康
被

害
と
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
に
よ
る

温
暖
化
、
温
暖
化
が
引
き
起

こ
す
気
象
災
害
の
問
題
な
ど

が
あ
り
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
）
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

安
心
し
て
住
み
つ
づ
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

医
療
生
協
が
掲
げ
る
「
安

心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
た

め
に
環
境
問
題
に
も
関
心
を

持
ち
、
学
習
を
す
す
め
ま
し

ょ
う
。

た
な
し
の
状

況
で
あ
る
こ

と
が
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

近
年
、
日
本

で
は
６
月
か

ら
猛
暑
日
に

な
り
、
熱
中

症
の
救
急
搬

送
人
員
数
が

急
増
し
て
い

る
こ
と
、
海

中
で
は
海
藻

や
サ
ン
ゴ
が

な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
な

ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

27 名が参加しました
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　「毘沙門」は三浦市の南部の海に面した地域で、海岸線は海食
崖や岩礁地の荒々しく変化に富んだ地形になっていて、約40種類
の海浜植物が見ることが出来ます。崖地の毘沙門洞窟弥生時代住
居址群は神奈川県の史跡に指定されています。これは弥生時代か
ら平安時代まで住居、墓として利用されたもので、弥生時代の漁
労や占いの道具等が見つかっています。
　三浦市内にある５つの寺院と２つの神社で構成されている「三
浦七福神めぐり」が人気です。毘沙門天の御朱印をいただけるの
は慈雲寺ですが、毘沙門天浜に向う道の途中に白浜毘沙門天とい
うお堂があります。応安元年（1368年）に作られたとされていま
すので室町時代になります。この頃、海の中から毘沙門天の木像
が発見されたことからこの付近を毘沙門と呼ぶようになったとの

三浦半島  地名の由来
毘沙門（びしゃもん）毘沙門（びしゃもん）

35

２０２２年１月度　２０２２年１月度　理事会報告理事会報告
１．加入・増資やりきろう月間について話し合われました・
　　 　２月・３月で取り組まれる「やりきろう月間」の事業所・
地域支部全体での準備状況が報告されました。配布者のつ
どいの開催や訪問行動、健康チェックなどが計画されてお
り、つながりづくりを重視した活動も広がっています。

２． 「所在不明組合員」の「みなし自由脱退」手続きの確認をしました。
　　 　2020年12月までに「所在不明」になった組合員さんを定
款に基づいて脱退の手続きを行います。対象は144名（横
須賀市83名・三浦市28名・逗子市13名・葉山町17名・横浜
市３名）です。

３．2022年12月度の患者利用者状況報告
　　外来患者：4,414人、訪問看護：110人
　　訪問ヘルパー：63人、デイサービス：112人
　　ショートステイ：31人、ケアプラン：213人

４．2022年12月度の経営状況報告
　　12月度経常利益：マイナス430万６千円
　　累計経常利益：マイナス3,587万９千円

５．2022年12月度　組織活動統計の報告
　　 　仲間ふやしは14人でした。出資金増資は121万6千5百円
でした。

組合員数14,062人／出資金405,288,500円2023年１月末現在

毘沙門洞窟

慈雲寺

ことです。
　新編相模風土記には「当
初の海中より出現せし像を
置く、長さ三尺許。今も海
中より正月三日鶏鳴に竜灯
現すると云。前立は毘沙門
天、吉祥天の像があり慈雲
寺持なり」との記載があり
ます。古来から漁業者の信
仰が厚く、正月三日の酉（十
八時）の刻には必ずありが
たい示現があると信じられ
ており、近郷近在から多数
の参詣、参籠（さんろう）
があってあかりの祭典とい
われているそうです。

からだ
動かそ

う！

1. 両足を腰幅に開き、うつ伏せに
なります

　 両手は床に付けて、あごを引い
て息を吐きだします。

2. 息を吸いながら鼻でマットをこ
するようにして上体を起こしま
す。

　 （ていねいに、恥骨がうかない
所までです。）
3. 息を吐きながら、背骨を１つず
つ下ろすようにゆっくりと、１
　にもどります。
4.リラックスします。
　２回やって見ましょう。

Lesson47 コブラのポーズ
効果：背骨を柔軟にする。　バストアップ

健康 ヨガ健康 ヨガ

　２月17日（金）、医療福祉生協連の「冬のあったか交流会」がインターネット
を使ったＷＥＢ配信形式で開催されました。コロナ禍の影響でインターネットで
の交流会になって、もう３回目です。
　まず、組合員活動委員会の丸山委員長より基調報告が行われました。この交
流会は「誰もが健康で居心地よくくらせるまちづくりへの挑戦」という医療福祉
生協の2030年ビジョンの実践交流の場であり、世界情勢などをふまえ、平和・
憲法・助けあい・健康づくりなど、コロナ禍で困難がある中でも全国の医療生協
で行われた組合員活動について交流し教訓にしていこうと呼びかけました。
　学習講演は一般社団法人プラスケア代表理事で医師の西智弘氏による「社会
的処方」についての講演でした。コロナ禍により社会的孤立が拡大していること、
都市部では今後10年でさらに問題になることをあげ、健康（身体的・精神的・社
会的に完全に良好な状態）のためには運動や栄養はもちろんですが、社会参加（外
出・交流）が最も重要で、つながりづくりを大切にし、地域の「孤独」や「孤立」
をなくしていこうと呼びかけました。
　分科会では二つのグループに分かれ「健康づくり」「まちづくり」「組織活動」
など様々な分野での活動報告が行われ、交流しました。神奈川みなみ医療生協
からもこの間取り組んだ「食料支援活動」
について報告しました。
　今回の「冬のあったか交流会」には全
国295か所から1,110名の参加申し込みが
あり、医療生協本部では組織活動部会を
中心に視聴参加し、オンラインによる交
流の“わ”がひろがりました。

やさしいヨガ教室
日　時：毎週水曜日　①９：45～　②11：00～
定　員：各回７名（要予約）
会　場：ほっとスペースみなみ（医療生協本部１階）
料　金： １回1,000円
　　　　※組合員は、1,000円のうち500円を出資金とします。
問合せ：医療生協本部　☎046－853－8105
監修／折戸めぐみ（横須賀ピラティス・ヨガ教室主宰・やさしいヨガ教室講師）

ピラティス・ヨガ教室の
YouTubeチャンネルはこちら⇒

冬冬のあったか交流会

生協本部に集まって視聴参加しました。
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　介護に関する質問を募集しています。
　気になることやわからないことなど
があればお寄せください。

質問募集中

。
ど

　

昨
年
末
に
は
安
護
楽
に
も

コ
ロ
ナ
の
波
が
や
っ
て
来
て

バ
タ
バ
タ
で
し
た
が
、
お
正

月
は
利
用
者
さ
ん
と
静
か
に

新
春
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
安
護
楽
の
年
初
め

は
安
護
楽
神
社
の
参
拝
か
ら

地域まるごと
　　 健康づくり

安護楽
始
ま
り
、
一
人
ず
つ
手
を
合

わ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年

の
運
勢
を
占
う
お
み
く
じ
を

引
き
「
大
吉
か
な
〜
？
」「
凶

だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
…
。」

と
開
け
る
ま
で
ド
キ
ド
キ
で

す
。「
不
安
無
く
な
る
。
痛

み
治
ま
る
。
と
書
い
て
あ
っ

た
！
私
に
ピ
ッ
タ
リ
！
頑
張

れ
る
わ
ぁ
！
」
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
の
後
は
ブ
ー
メ

ラ
ン
福
笑
い
と
言
う
、
大
き

な
顔
に
め
が
け
て
目
、
鼻
、

口
の
パ
ー
ツ
を
投
げ
る
ゲ
ー

ム
を
行
い
、
美
人
に
は
見
え

な
い
顔
ば
か
り
で
皆
で
初
笑

い
し
ま
し
た
。
最
後
は
語
呂

合
わ
せ
で
、
め
で
鯛
と
言
う

こ
と
で
あ
ん
こ
が
い
っ
ぱ
い

入
っ
た
大
き
な
た
い
焼
き
を

『歴史の町  浦賀を歩こう』『歴史の町  浦賀を歩こう』
３年ぶりのウォーキングイベント３年ぶりのウォーキングイベント

　

１
月
21
日
（
土
）
に
健
康

づ
く
り
委
員
会
主
催
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
歴
史

の
町　

浦
賀
を
歩
こ
う
」
を

催
行
し
ま
し
た
。前
回
の「
春

の
猿
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
か

ら
３
年
ぶ
り
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
す
。千
代
ヶ
崎
砲
台
跡
、

燈
明
堂
、
浦
賀
引
揚
船
記
念

碑
を
見
学
し
、
浦
賀
の
渡
船

を
往
復
し
て
東
叶
神
社
と
西

叶
神
社
を
参
拝
す
る
コ
ー
ス

で
す
。

た
最
新
式
砲
台
が
、
千
代
ヶ

崎
砲
台
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

近
代
の
軍
事
や
築
城
技
術
を

理
解
す
る
上
で
と
て
も
重
要

な
施
設
で
す
。
風
雨
が
吹
き

込
み
劣
化
が
激
し
い
と
想
定

さ
れ
る
箇
所
の
レ
ン
ガ
は
、

高
温
で
焼
い
た
強
度
の
高
い

高
価
な
レ
ン
ガ
を
使
用
し
、

そ
れ
以
外
は
赤
レ
ン
ガ
を
使

用
し
た
と
か
、
兵
士
の
寝
泊

り
す
る
場
所
は
壁
に
隙
間
を

つ
く
り
、
換
気
口
の
役
目
を

さ
せ
て
い
た
と
か
、
西
洋
の

石
の
積
み
方
と
城
の
堀
で
見

ら
れ
る
日
本
の
石
の
積
み
方

の
違
い
は
、
西
洋
と
日
本
の

自
然
に
対
す
る
考
え
方
の
相

違
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
説

おみくじ

　

千
代
ヶ
崎
砲
台
跡
は
２
０

２
１
年
10
月
か
ら
土
日
祝
日

限
定
で
一
般
公
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
は

近
年
ま
で
自
衛
隊
が
管
理
す

る
立
入
禁
止
区
域
で
し
た
。

参
加
者
の
方
が
「
昔
、
あ
そ

こ
に
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う

と
思
っ
て
散
歩
に
出
掛
け
た

ら
、
門
前
で
犬
に
吠
え
ら
れ

て
す
ご
く
怖
か
っ
た
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
人

が
近
づ
か
な
い
よ
う
警
察
犬

の
類
が
放
さ
れ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
が
管
理

し
て
い
た
の
で
、
保
存
状
態

が
と
て
も
良
い
と
い
う
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
当
時
の
砲

台
設
備
、
細
部
に
至
る
ま
で

最
先
端
の
技
術
が
集
め
ら
れ

明
が
多
か
っ
た
で
す
。「
海

が
き
れ
い
だ
、
景
色
が
き
れ

い
だ
」と
楽
し
み
な
が
ら
も
、

千
代
ヶ
崎
砲
台
は
戦
争
に
使

用
す
る
目
的
で
建
設
さ
れ
た

遺
跡
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

な
く
、
当
時
の
防
衛
の
要
が

浦
賀
水
道
に
あ
っ
た
こ
と
、

観
音
崎
灯
台
や
燈
明
堂
が
担

っ
た
役
割
を
思
い
、
平
和
と

防
衛
に
つ
い
て
し
ば
し
考
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

燈
明
堂
は
初
め
て
訪
れ
る

方
が
多
く
、「
個
人
的
に
ま

た
来
る
わ
」
と
言
う
方
が
多

か
っ
た
で
す
。
渡
船
に
乗
っ

て
、
東
叶
神
社
、
西
叶
神
社

の
参
拝
後
に
解
散
し
ま
し

た
。
皆
さ
ま
か
ら
「
こ
う
い

う
イ
ベ
ン
ト
を
ま
た
企
画
し

食
べ
、
心
も
お
腹
も
い
っ
ぱ

い
に
し
て
、
幸
せ
な
元
日
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
年
も
安
護
楽
を
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
安
護
楽

白
石
和
美

　自宅でできる簡単な運動「ちょこっと体操」みなさま、
その後続けていますか？ミニ健康チャレンジ「ちょこっと
体操2022」の当選者の発表です。おめでとうございます。
賞品は3月中にお届けいたします。ミニ健康チャレンジ（ち
ょこっと体操）は次年度も開催します。奮ってご参加ください。

当選者　北村登美恵さま（横須賀市）
　　　　馬場喜與子さま（横須賀市）
　　　　原薫さま（三浦市）

ミニ健康チャレンジミニ健康チャレンジ
（ちょこっと体操2022）（ちょこっと体操2022）

ブーメラン福笑い

一般的には、高齢になると新しい情報を収集・整理し、
記憶することに時間がかかり、運動と同様に何かを

覚えたり、作業する際に全般的に時間がかかるといわれて
います。しかし、それまで習得してきたこと、経験してきた
ことを活かして理解、洞察する能力は維持され、場合によっ
ては高めることが出来るともいわれています。そのため、制限時間がある
ような作業や若い世代の方々とともに何かをする際には、本来は時間をか
ければ自分でできることも、見かけ上できないと判断されたり、自分ででき
ないと思いこんだりする場合があります。また、思考や行動の保守性や頑
固さが見られるようになることもあり、周囲の方々とのコミュニケーション場
面での支障となることもあります。
　高齢期は心身の変化だけでなく、社会的関係の変化を経験する時期で
あり、高齢期の社会関係の変化にうまく適応していくことが、いきいきとし
た老年期を送るためには不可欠となります。老年期の人間関係の再構築が
うまくいかない場合や、表面上は相手と合わせていても心理的には不安が
高まっている場合などには、閉じこもりや攻撃などの行動が生じたり、不安
感が高まるなど、精神的不安定さから、抑うつ状態になる場合があります。
家族関係では、子どもが親の言うことを聞いていた状況から、親が子供の
言うことを聞かねばならない場面が増えたり、社会的には、特に企業等で
働いていた場合には定年を迎え、仕事・職場中心だった人間関係が縮小す
ることなどにより、職業的な役割を喪失する場合も多いです。また、身体
の虚弱化によって、活動の制限や家庭内や社会的にも、役割が減っていく
傾向があり、役割の変化を「役割の喪失」ととらえてしまうことによる心理
的な喪失感を感じることで、意欲の低下、不安感の増大などの心理的不適
応の大きな要因となることがあるため、身体、精神、社会的な状況変化に
応じた役割の獲得ということが生活上の大きな課題の一つと考えられます。

介護相談室

&

高齢期の生活課題について
～身体的、精神的、社会
的特徴～
その２～精神的特徴及び社
会的特徴について～

て
ね
」「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
企
画
、

ひ
さ
し
ぶ
り
で
楽
し
か
っ
た
」

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

変
励
み
に
な
り
ま
す
。
今
後
も

皆
さ
ま
と
集
え
る
会
を
催
し
て

い
く
予
定
で
す
。
今
回
は
長
時

間
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
理
事
、

職
員
の
皆
さ
ま
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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組
合
員
の
ひ
ろ
ば

組
合
員
の
ひ
ろ
ば

心
配
で
す

　

物
価
高
が
続
い
て
い
ま

す
。
年
金
受
給
額
は
上
が

ら
ず
、
医
療
保
険
料
や
介

護
保
険
料
が
上
が
り
ま

す
。
医
療
費
抑
制
の
た
め

に
、
病
気
に
な
っ
て
も
医

療
機
関
に
か
か
ら
な
い
高

齢
者
が
増
加
し
て
い
か
な

い
か
と
て
も
心
配
で
す
。

軍
事
費
を
削
っ
て
、
暮
ら

し
の
た
め
に
税
金
を
使
っ

て
ほ
し
い
。

　

横
須
賀
市　

長
野
和
範

寒
波
で
鬼
も

　
「
福
は
内
」
湯
本
さ
ん

の
絵
を
見
て
今
年
の
節
分

を
初
め
て
恵
方
巻
き
で
過

ご
し
ま
し
た
。
か
ん
ぴ
ょ

う
・
菜
花
・
玉
子
焼
き
・

す
じ
こ
を
入
れ
巻
く
だ

け
、
酢
飯
が
あ
っ
た
ら
簡

単
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

「
鬼
は
外
」
寒
波
で
寒
か
っ

た
で
し
ょ
う
。

横
須
賀
市　

渡
辺　

敏
子

理
解
し
ま
し
た

　

ご
存
知
で
す
か
の
コ
ー
ナ

ー
、
75
歳
以
上
で
１
割⇒

２
割
負
担
の
言
葉
は
ニ
ュ
ー

ス
で
は
よ
く
耳
に
し
て
い
た

が
、
理
解
ま
で
は
出
来
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
を
読
ん
で
理
解
を
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
さ
っ

そ
く
日
記
帳
に
ス
ク
ラ
ッ
プ

だ
。

横
須
賀
市　

橋
本
淳

や
っ
て
み
よ
う
か
な

　

ぜ
っ
た
い
私
は
ガ
ン
に
は

な
ら
な
い
！
大
腸
ガ
ン
は
特

に
！
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

ヘ
モ
キ
ャ
ッ
チ
は
簡
単
な
の

で
今
度
や
っ
て
み
よ
う
か

な
？
と
思
い
ま
し
た
。

横
須
賀
市　

鶴
巻
ま
ゆ
み

い
つ
の
間
に

　

い
つ
の
間
に
か
後
期
高
齢

者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
「
み

な
み
医
療
生
協
」
は
頼
り
に

な
る
存
在
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

横
須
賀
市　

工
藤
準
子

橙
で
お
料
理

　

近
所
の
方
か
ら
橙
を
沢
山

頂
き
ま
し
た
。
早
速
ジ
ャ
ム

や
絞
汁
で
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や

漬
物
を
作
り
ま
し
た
。
ジ
ュ

ー
シ
ー
で
お
い
し
く
で
き
ま

し
た
。

　

三
浦
市　

松
本
恵
美
子

張
り
あ
い
に

　

ご
存
知
で
す
か
？
の
コ
ー

ナ
ー
大
変
役
に
立
っ
て
い
ま

す
。
健
康
ヨ
ガ
教
室
も
利
用

し
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
ひ

ろ
ば
も
毎
回
楽
し
く
読
ま
せ

て
も
ら
い
、
同
感
同
感
と
思

う
こ
と
が
多
く
楽
し
み
で

す
。
ま
た
、
パ
ズ
ル
挑
戦
も

生
活
の
張
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。

葉
山
町　

天
野
明
江

パ
ズ
ル
が
一番

　

機
関
紙
は
お
楽
し
み
パ
ズ

ル
を
一
番
に
解
き
ま
す
。
今

回
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た

が
、
数
字
が
う
ま
る
と
す
っ

き
り
し
ま
す
。

逗
子
市　

酒
井
淑
子

ひ
ろ
ば
で
ほ
っ
こ
り

　

医
療
制
度
・
高
齢
化
対
策
・

健
康
面
な
ど
、
い
つ
も
い
ろ

い
ろ
教
え
て
頂
い
て
助
か
っ

て
お
り
ま
す
。「
ひ
ろ
ば
」

で
は
皆
様
の
楽
し
い
お
話
に

ほ
っ
こ
り
し
て
お
り
ま
す
。

三
浦
市　

伊
達
那
美
子

も
う
す
ぐ
春

　

今
冬
は
十
年
に
一
度
の
寒

さ
と
か
で
寒
い
日
が
続
き
ま

し
た
が
、
桜
の
開
花
が
今
年

は
早
い
と
ニ
ュ
ー
ス
で
聞

き
、一
抹
の
楽
し
み
が
湧
き
、

桜
の
シ
ー
ズ
ン
が
待
た
れ
ま

す
。

横
須
賀
市　

佐
々
木
美
江
子

よ
ぎ
る
人
花
見
衣
や
上
野
駅

横
須
賀
市　

河
合
滋
晴

大
雪
の
進
路
の
ず
れ
て
感
謝
の
陽

葉
山
町　

髙
梨
民
雄

紙
の
豆
鬼
を
め
が
け
て
節
分
会

葉
山
町　

冨
貴
子

玄
関
あ
け
水
仙
の
香
の
迎
え
あ
り

横
須
賀
市　

佐
々
木
美
江
子

機関紙の感想、日頃のエピソードや文芸、俳句、和歌などもお待ちしています。

3
月号

お
た
の
し
み

お
た
の
し
み
パ
ズ
ル

パ
ズ
ル

◆
た
て
の
カ
ギ

①
昔
の
生
物
が
地
中
に
埋
ま
り
、
石
の

よ
う
に
固
く
な
っ
て
残
っ
た
も
の
。

②
体
が
細
く
、
太
っ
て
い
な
い
こ
と
。

「
〇
〇
の
大
食
い
」

④
非
常
に
怒
る
こ
と
。

⑤
振
動
や
衝
撃
を
や
わ
ら
げ
る
、
弾
力

の
あ
る
物
。

⑦
近
い
将
来
。
近
い
う
ち
。「
〇
〇
〇

〇
公
開
」

⑧
魚
の
す
り
身
に
卵
や
調
味
料
な
ど
を

入
れ
て
こ
ね
、丸
め
て
ゆ
で
た
食
べ
物
。

⑫
試
験
の
不
合
格
者
に
対
し
て
、
後
で

特
別
に
行
う
試
験
。

⑭
ゆ
く
先
。
ゆ
く
て
。「
〇
〇
〇
不
明
」

⑮
国
や
地
方
公
共
団
体
が
法
に
基
づ
い

て
取
り
立
て
る
お
金
。

⑯
問
題
の
解
答
。

⑱
粘
土
な
ど
を
混
ぜ
て
練
り
、
四
角
い

形
に
し
て
焼
き
上
げ
た
も
の
。

⑳
粉
を
水
で
溶
く
と
き
、
よ
く
溶
け
な

い
で
で
き
る
小
さ
な
か
た
ま
り
。

◆
よ
こ
の
カ
ギ

③
逃
げ
込
ん
で
身
を
隠
す
場
所
。

⑥
降
り
積
も
っ
た
雪
。

⑨
穀
物
や
も
ち
を
つ
く
た
め
に
用
い
る

木
製
の
道
具
。

⑩
非
常
に
重
く
、
黄
色
い
つ
や
を
持
つ

金
属
。
ゴ
ー
ル
ド
。

⑪
一
定
の
面
積
や
体
積
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
量
の
程
度
。

⑬
木
の
年
齢
。

⑯
水
や
ガ
ス
な
ど
が
出
る
口
の
と
こ
ろ

に
付
い
て
い
る
栓
。

⑰
上
位
の
人
・
機
関
な
ど
が
下
に
指
示
・

命
令
す
る
こ
と
。

⑲
植
物
の
く
き
が
分
か
れ
て
成
長
し
た

部
分
。

㉑
殻
に
お
お
わ
れ
、
十
本
の
足
と
長
い

触
角
を
持
つ
動
物
。「
〇
〇
フ
ラ
イ
」

㉒
額
の
前
に
垂
ら
し
た
髪
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

●
横
須
賀
市
／
鶴
巻
ま
ゆ
み　

工
藤
準
子　

渡
辺
敏
子　

脇
亜
紀　

●
三
浦
市
／
堀
泰
子　

松
本
恵
美
子

●
逗
子
市
／
酒
井
淑
子　

松
本
敏
子　

鎗
田
カ
ヨ
子　

●
葉
山
町
／
天
野
明
江

　

た
て
の
カ
ギ
、
よ
こ
の
カ
ギ
に
し
た
が
っ

て
マ
ス
目
を
う
め
て
下
さ
い
。
二
重
枠
の
文

字
を
並
べ
か
え
た
言
葉
が
解
答
で
す
。
そ
の

言
葉
と
紙
面
に
つ
い
て
の
感
想
を
書
き
、
右

の
あ
て
先
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
正
解
者
の

中
か
ら
抽
選
で
10
名
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。（
３
月
末
日
必
着
・
発
表
は
４

月
号
）
抽
選
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
お
便
り

は
次
号
で
抽
選
を
し
ま
す
。

　

パ
ズ
ル
の
問
題
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
採

用
の
場
合
は
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

6 9 1 3 7 4 8 5 2
4 3 8 5 9 2 7 1 6
5 7 2 1 8 6 4 3 9
7 1 4 9 3 5 2 6 8
8 6 9 2 1 7 5 4 3
2 5 3 4 6 8 1 9 7
9 8 5 7 4 3 6 2 1
3 2 7 6 5 1 9 8 4
1 4 6 8 2 9 3 7 5

２
月
号
の
正
解
（
一
例
）

応募総数◆通
正解〈1＋8＝9〉

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮

⑯ ⑰ ⑱

⑲ ⑳

㉑ ㉒

出題：さまくん

答

　　　　　　　〒238 - 0031  横須賀市衣笠栄町2 -19
　　　　　　　神奈川みなみ医療生協　しんぶん係
FAX:046-852-8238　E-mail:h-sosiki2@k-minami.or.jp

あて先

文芸コーナー

202３年度総代選挙公告
　

神
奈
川
み
な
み
医
療
生
活
協
同
組
合
定
款
第
44

条
・
45
条
に
よ
り
、
２
０
２
３
年
度
の
総
代
選
挙

に
つ
い
て
下
記
の
通
り
公
告
し
ま
す
。

・
総
代
選
挙
区
お
よ
び
定
数

•
横
須
賀
第
一
選
挙
区
40
人

公
郷
・
衣
笠
栄
町
・
池
上
・
金
谷
・
阿
部
倉
・

平
作
・
小
矢
部
・
衣
笠
町
・
大
矢
部
・
森
崎

•
横
須
賀
第
二
選
挙
区
50
人

　

そ
の
他
の
横
須
賀
市
全
域

•
三
浦
市
選
挙
区
50
人

　

三
浦
市
全
域

•
葉
山
町
選
挙
区
28
人

　

葉
山
町
全
域

•
逗
子
市
お
よ
び
そ
の
他
の
市
選
挙
区
32
人

　

逗
子
市
・
鎌
倉
市
・
藤
沢
市
・
横
浜
市

・
立
候
補
お
よ
び
推
薦
の
受
付

各
診
療
所
な
ど
に
あ
る
所
定
の
「
立
候
補
届
け

用
紙
」、
ま
た
は
「
推
薦
用
紙
」
に
記
入
し
選
挙

管
理
委
員
会
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

・
立
候
補
お
よ
び
推
薦
の
受
付
期
間

　

３
月
１
日
（
水
）
〜
４
月
10
日
（
月
）

・
総
代
選
挙
期
日

　

５
月
９
日
（
火
）

２
０
２
３
年
３
月
１
日

2022年度「みなし自由脱退」のお知らせ
　生協法及び定款に基づき、組合員は氏名・住所に変更があっ
た場合は速やかに届け出が必要となります。
　氏名・住所の変更があった際に医療生協への変更届けがされ
ずに連絡先がわからない場合は、脱退の予告があったものとみ
なし、理事会で確認を行ない、年度末に脱退処理手続きをします。
　心あたりのある方は医療生協本部にお問い合わせください。
（みなし自由脱退の処理について）
（１） 過去２年間、住所不明にて郵送物が返送された方が対

象です。
（２） 定款に基づき脱退処理をした後、住所確認ができた場

合は組合員復活または出資金返金の措置を行ないます。
（３） ３月の理事会で確認、６月の通常総代会にて報告をします。
【連絡先】　神奈川みなみ医療生協本部　☎046－853－8105
　　　　　2023年３月１日　神奈川みなみ医療生活協同組合

横須賀市　木村和子


